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卸売商 ・西川甚五郎家(現 「ふ とんの西川」〉の事例を,時系列的に分析する。











年,江戸の日本橋通 り一丁日につまみ店が畳表 ・蚊帳取 り扱いを目的として設




滋 賀 県 全 体 西 」1 家
数 量 価 格 つまみ店 かくまん店 京 店 大 阪 店
明治元年 張 円 四 後142r・1
晶
剛1,220円 円
2 2,007 前1.037 274
3 5,850 14,670 1、,158 後128















21 65,014 4,837 4,038 2,419 8,897
22 6,OlO 3,385 2,774 8,057
23 2,755 1,972 2,320 9,338















注:数 量 は仕立蚊帳 を対象 に した。
出所1)滋 質県全体のデー タは 『滋 賀県統計書』 各年版,
「滋賀県市 町村沿革史』.1963年よ り作成.
2)西 川家は勘定 目録帳 より作成。























年 度 つまみ店 カ・くまん 店 年 度 っ まみ店 カ・くま ん店
明治元年 40.602円 37,978円明治22年 137、444円 126,589円
5 71,946 75,111 23 106,777 86,075
8 72,506 73,421 24 141,601 111,100
9 59,Ol5 25 149,123 120,331
10 71,289 73,300 26 165,524 118,263
!1 85,968 61,020 27 168,484 137,608
12 108,132 94,835 28 252,442 215,237
13 129,029 100,964 29 241,245 222,284
14 152,909 127,157 30 275,896 275,547
15 136,198 100,396 31 239,453 214,101
16 94,665 85,982 32 339,092 295,493
17 104,942 87,902 33 368,552 339,248
18 74,881 77,978 34 347,809 286,918
19 96,955 87,464 35 336,705 303,382





し2》,京店 より仕入れ た弓の江戸 販売問屋 として機能す る ようになる。 このか
くまん店が,貞 享(1685)年につまみ店の売上高 を凌駕 して以来,両 店は競争
しなが ら発展 するが,や は り明治初期か ら中期にかけて売上額は停 滞的であっ
た.第3表 は,維 新期 か ら判明 しうる明治36(19()3)年までのつ まみ ・か くま
.2)同上書,21ページ。
52(432) 第169巻第5・6号
第4表 京店 ・大阪店の蚊張 と蒲団の売上高
支店
一」』冒
昂 店 大 阪 店
年度 蚊 帳 蒲 団 蚊 帳 蒲 団
明治21年前半期 7,322円 7,322円 !3,044円 2、853円
後半期 561 4,786 286 4,566
22年前半期 6,125 3,366 11,054 2,126
後半期 1,103 4,902 470
23年前半期 5、 77 3,169 11,369 697
後半期 1,51 3,270 363 2,834
24年前半期 5,69 1,236 11,451 717







漸次,蚊 帳蒲団の取 り扱いを開始することとなる4)。第4表 は京店 ・大阪店の
蚊帳と蒲団の売上高の比較である。蚊帳の出荷時期の春季から夏季を含む前半
期に蚊帳の売上高が伸び,後半期に蒲団の売上高が伸びるのが対照的である。
西川家全体では最初,大 阪店を蒲団取 り扱いの嗜矢 として,同家はこの4支店
が密接に関わ り合い,競争 しながら成長していくこととなる。
H西 川甚五郎と八幡銀行
維新後 の低 迷期 を脱皮 す るための基礎 的な努力 は,西 川家11代甚 五郎(家
督:嘉 永6(1853〉年～明治31(1898)年)5)によってな された。11代の業績 は,
3)同 上書,23ペー ジ.
4)同 上書.26ペー ジ.
5)同 上書,附 録 「創業r百 九十 年に作成の西川家史誌」参照。
西川甚五郎と近江蚊帳製織株式会社(433)53
幕末期から維新期 にかけて西川家を存続,発 展させたのみならず,積 極的に大







時代は,日清 ・日露 兜第一次大戦を通 じて西川家が飛躍的な発展を遂げた時期
であり,斬新な改革が行われた。大正9年 に店員制度を改革し,給料制 と年功序
列を導入した。 「登 り」制度の廃止と自動的な昇進に切 り換わり,出勤別家の名称
を理事 ・理事補に改称し等級を4階級とした(それ以前は一等別家 ・二等別家)8糞。
13代甚五郎(家 督 二昭和11(1936)年～戦後)は経営学研究のため,1927年
の4月 より一年間欧米へ留学 し,その経験 に基づ き 『数字が示す商店経営法』9)







昭和15年に別家制度を改革し,外別家(本 家から独立 して経営)を 廃止して
幹部店員(一 級～四級)と 幹部店員補 とが新たに設けられた1。}。そして13代甚
6)同 上書:,138ページ。
7)前 掲書.付 録 「創業三百九十年に作成の西川家 史誌」参照,
8)同 ヒ書,'13-45ペー ジ。
9)西 川清二郎r数 字が示す商店経営法』 誠'文堂,1933年。
10)同上書,43-46ページ、
54(434〉 第169巻 第5・6号











































帳部 ・蒲団部 ・毛布部 ・雑貨部 ・着尺部 ・商事部 ・会計部 ・広告部 ・発送部
(都内配送)・地方部(地 方発送),用度課があ り,各部署に主任 ・副主任,そ
して蚊帳 ・毛布 ・蒲団 ・商事(会 社官庁係)の 各部には販売主任がいた。各部
は独立 して仕入 ・販売 を行い,独立採算制をとっていたと思われる。年一回,
各商品部の営業集計を各支店で取 りまとめ,近 江八幡の本店に提出した。帳簿
















160株(一株50円)を所有す る141。ll代甚五郎 は取締役 を歴任 し,明 治24
(1891)年から38(1905)年にかけて頭取の職を占めた。また12代甚五郎は,
明治41年から昭和8年 まで頭取の要職にあった。明治西川家ではこの八幡銀行











14)株主総数184名。計2000株。株 式原価40000円で あった(『明治15年八幡銀行第一回 半季 実際報
告』滋 賀銀行所蔵)。
15)麻島昭一 「明治初期八幡銀行の当座預 金の形成一 近江 八幡商人の取引関係 を含 めて一」 『専修
大学経 営研究所報』 第116号,1995年,10-20ページ。
16)滋賀銀行五十年 史編 纂室 『滋賀銀行五十年 史』1985年,190-204ペー ジ,、西 川甚五 郎,大 塚吉
平は同時期,日 本銀行 の株 主にも名 を連 ねてい る、明治40年1月31H付,日本銀行第四十九回半
季報告,(株主総数1,040名,総株 数150,000株中)西 川甚五郎180株所 有,所 有比率0.12%,大塚
吉平160株所有,所 有比率O.11%。明治44年1月31日付、 日本銀行第五十七回半季報告,(株主総
数1.231名,総株数300,000株中)西 川 甚五郎380株所 有.所 有比率0.13%,大塚吉平320株所有,
所有比率0。11%.大正14年1月31LI付第八十五 回半季報告,(株主総数1.939名,総株 数300.OOO
株 中)西 川甚五郎380株所有,所 有比率O.13%,大塚吉 ∫ド350株所有,所 有比率O.12%.昭和2年










設立 したものだが,折 からの金融難のあお りで赤字は必至であった。近江蚊帳
製造株式会社の取締役として経営に参加 していた12代甚五郎はその解散に際 し,


























機 織 部 染晒荷造部 工数合計 年平均


























































































































































化 は不十分な ところもあ った19)。第6表 は生 産高の推移 である、,軍需資 材の要






仕上工程別 製織数量 仕上数量 他所仕上
仕立上数量 ム 計
年月 広幅 並幅 広幅 並幅 広幅 並幅
口
昭和4年11月 238弓 866' 16' 591サ
:
1,711張
5年1月 411 307 168 1,621 2,507
5年7月 346 707 205 1,830 3,088
6年1月 276 451 1682,107 3,002
6年7月 492 280 3432,747 3,862
7年1月 406 756 2342,248 3,644
7年7月 570 819 570 1,711 3,670
8年7月 647 305 799 1,423 3,174
8年12月3,273!,271 1564,114 8,814
9年1月 1,5141,184 24 1,906 4,628
9年7月 504 554 324 4,455 5,837
10年1月 2,7683,892 337 3,273 10,270
m年6月 5,4435,540 5816,816 18,380
11年1月 459 240 3084,333 5,340
11年7月 688 616 630 3,751 0 1,400 7,085
12年1月 630 902 1,3032,824 93 0 5,752
12年7月 450 587 488 3,122 45 231 4,923
13年1月 636 762 197 3,977 0 0 5,572
13年6月 406 727 455 4,150 0 375 6,113
14年1月 1,1603,396 144 1,090 0 0 5,790
14年7月 1,0512,8201,2664,497 0 0 1,46111,095
15年1月 386 842 31 3,818 0 0 604 5,681
15年7月 437 3,013 2852,737 0 0 1,955 8,427
15年12月 592 531 504 9,055 0 0 1,502!2,184
16年7月 470 706 235 2,216 0 O 1,358 4,985
魁
17年1月 540 819 587 3,474 50 200 2,753 8,423
17年10月 465 664 825 1,035 70 545 2,112 5,716
注:昭和17年10月の他所仕上げの数値は。分工場製織数最となっている。
へ と転 じ,昭 和14年には軍営工場帝国製 麻株式会社 の下請 け工場 と して軍需織





年 月 軍用製織数 軍用仕上数 軍用蚊帳






15年12月 132 504 824(兵舎)
673(患者)





17年10月 450 1,129 414(海軍)
L687(兵舎)
注:仕 上 は染付 け,蚊 帳 は附属品等装着 した完 成品を指 して いる。
年か ら,夏季 ・冬季の1ケ 月ずつを取 り上げたものである。近江蚊帳製織株式
会社では,終戦後 も軍用蚊帳を提供し続け,他 に機織部では朝鮮向苧布の研究
を重ね,輸 出用の製造も開始 した21}。輸出面では,遡 ること大正6(1917)年
にシンガポールヘの輸出に成功 した後,朝鮮 をはじめ東南アジア諸国への順調
な輸 出へ と推移 す る。昭和5(1930)年にはア フリカ,南 米 諸 国へ の輸 出 を
行 っ た 脚 。
＼会社は昭和18(1943〉年12月10日に海軍監督工場,同19年1月15日に陸軍指定工場の指定 を受け
た.「……全 員0)感激 新なる ものあ ると共に其責 務グ)重大なる を痛感 し,… …」 とある。(『第十
四回営業報 告書』並 びに 『第十五 回営業報告書』 より。)
21)同業組 合決 議二基 キ生 産調整 中(半 数休機)一 とある(「事業報告書j昭 和8年12月分〉。同業




第8表 近江蚊帳製織株式会社の資本金 ・積立金 ・利益金等の推移
期 別 資 本 金 由冗 ヒ 高 積 立 金 利 益 金 負 債比 率
第1期 円200,000 168.417円 円 円723
%4.77
(昭和4.8.～5。8.31)
2期 200,000 212,342 270 4.51
(昭和5.9,1～6.8.31)
3期 200,000 237,456 1,146 0.15
4期 200,000 263,840 6,172 0.10
5期 200,000 320,139 500 1,436 0.14
6期 200,000 381,871 500 6,717 6.11
7期 200,000 326,729 1,000 6,297 9.39
(昭和10.9.1～1L8.31)
8期 200,000 443,568 1,500 10,953 24.50
9期 200,000 555,781 3,50(〕 27,878 24.36
10期 200,000 435,529 8,000 16,864 8.95
11期 200,000 487,079 12,000 14,730 14.96
12期 200,000 336,154 13,000 20,184 28.87
(昭和15。9.1-16.8、31)
13期 200,000 310,630 16,000 20,886 42.35
14期 200,000 284,912 19,000 222,203 21.93
15期 200,000 347,124 22,000 24,774 1〔)3.61
16期 200,000 48,837 27,700 16,465 97.21













18期 200,000 14,799,062 32,500 298,967 1,897.26
ig期 1,700,000 22,851,014 47,500 714,173 311.39
20期 1,700,000 63,917,136 87,500 3,694,536 320.57
21期 1,700,000 61,410,940 6,913,233 2,848,334 456.44
22期 1,700,000207,990,616 8,105,553 7,572,510 639.08
(昭和25,9.1～26.8.1)
23期 1,700,000265.7〔)LO63 11,996,528 520,943 811.0
24期 1,700,000276,264,13411,851,037 L214,971 627.54
25期 1,700,000129,266,75711,921,964 434,710 605.43
26期 1,700,000104,176,16811,845,752 24,067 831.9
27期 1,700,00〔) 134,234,82611,695,007 716,033 988.03
(昭和30.9,1～31.8.31)
28期 1,700,000183,951,07212,288,088 1,395,563 1,090.16
29期 1,700,000157,294,1381L442,288 171,888 1,139.47
30期 1,700,000157,782,976 11,266,588 57,872 688.11
31期 5,000,000 223,510,53511,304,588 846,203 694.82
32期 5,000,000259,372,27611,810,388 5,202,117 969.96
(昭和35.9.1～36.8.31)
33期 5,000,000279,953,93813,503,108 8,702,955 629.23
34期 7,500,000302,725,83113,739,65915,011,009 718.91
35期 7,500,000415,112,38716,453,759 7,986,809 769.93
36期 10,000,000367,625,64916,853,759 1,700,392 824.09
注:積 立金の範囲は法定積 立金,再 評価積 立金,別 段積立 金.
銭以下は切 り捨てて計算 。





















先(樋 口蚊帳株式会社 ・大塚産業株式会社)か ら発注することもあった。
2財 務の状況
近江蚊帳製織株式会社創立期の昭和4(1929)年か ら35(1960)年まで,第
1期～第36期までの財務状況 を計算 した ものが,第8表 である。近世以来,西
川家 を通 して重要な意味 を持つ積立金の蓄積 がみ られるのは第5期 で ある。第
6期 に朝鮮向 き麻布の研究が始めて軌道 に乗 り.戦 時体制下 では海軍 の監督工
場 に指定 され,陸 軍 の作業衣33),蚊帳(上 海現 地陣),毛 布 を納 人 した。借入
金を導入 したの も戦時経済下 であった。28期に借人金が増 加するが,サ ラ ン蚊
帳 及び ビニール蚊帳の研 究開発の成功 によ り,そ の生産 を本格 化する。この時
期は,国 際収支の急悪化に よる金融引締め政策 に加 え,天 候 不良に見舞 われて,
負債 比率 が増加 してい る。34期に入る と,国 際収支の立 ち直 りと公定歩合 の引
き上げ等,経 済界が上昇 し,麻 糸価格が低落 した。 この時期 になる と,合 繊織
物の生産が主にな り,労 働力不足 を設備の効率化 で補い,時 に下請け生産 も行
うようにな った。概括 してい えることは,主 力を合繊資材 の生産 に注 ぎ.新 製
品の開拓 ・研 究 に努めているため,営 業成績 は漸次,上 昇傾向 を辿 ってい ると
いえる。また間屋が主導的地位にあるため,生 産者の採算が合 わない期 もあ った。
最 後に,昭 和30年における同業他社 との若干の数値の比較 を してお く.こ の
数値がすべ てで はないが,固 定資産総資産比率は,9.9%,9.3%,ILO%,※
9.4%,固定 比率401.0%,111,7%,280.0%,※113%,固定 資産 回転率30・6
回,IO.O回,9.3回,※8.1回,負 債 比 率187、6%,800,9%,226.0%,※




1・0回,※0.93回であ った。固定資 産の額が少な く,設 備の機械 化 と近代化が
不十分 とい うことが指摘 で き,借 入金 で設備投資 を行 っている分,負 債比率が
高い といえる。
お わ り に
明治期か ら昭和戦前期までを中心にみてきたが,そ の中で一貫 して特徴的な
ことは,西川家ll代から13代甚五郎へ と関連を持って継承 ・拡大 されてゆく同









く西川家の経営形態 を想 う時,非 常に重要な位置を占める興味深いところでも
ある。また地縁的で広範な取引関係により資金力を蓄え,八幡銀行をある程度





で有力間屋 として生産 ・流通をリー ドし続けた西川家の実態であった鈎)。
24)当業者有志が集 まって設 立された短命の近江蚊帳製造株 式会社 を引 き継 いで,西 川家が社長 に






低下 した蚊帳業を補 うべ く蒲団業に進出したことは同家の転機となり,蚊帳業
を主軸に多角的に展開していったことに同家の歴史の秘訣がある。同家が蒲団




ては,蒲 団事業から更なる脱皮へ と模索 しつつある同家の伝統なのである幼。
、拡張は もとより,他 会社.中 間組織等の媒介 として も機能 し続 けた.当 企業 はその後本社 を束京
に置 き.大 阪 ・京都の西川各支店 とは競争関係 を保ちなが ら成長を図る企業と して目ざま しく発
展 した(現 在 も画川産業株 式会社の製品の大半は この西川繊維工業 で生 産 されている)。この地
方において近世以来,蚊 帳業 において主要 な役割 を損い続け,蚊 帳業衰退後 も独 自の発展 を遂げ
た同家 の経営戦略 を解明する ことは非常 に興味深い事例 を提供 して くれる と考える。
25)繊研新 聞社 『繊研新聞』1977年10月28日付,3ペ ー ジ、,
26)京都西川ではハンガリー を中心 とする東欧産の羽毛 を使 う,.良質の羽毛 を生産するために,東
欧の農業公社 と現地の大学が遺伝子改良な どで手 を組 んで開発 してい るガチ ョウの羽毛 も使って
いる。
27〉「たえず脱 皮を繰 り返す、その積 み重ねが伝統 じゃないですか一 後 ろばか り振 り返 っていた ら
会社はつぶれて しまう,」〈西川家十四代甚五郎氏のイ ンタビュー〉(『朝 日新聞』滋賀版,1991年
3月14日付朝刊)、西川塵業は1984年に 日本睡眠科学研究所 を設立 し,素材 や機能重視 の業界に
ファ ッションで切 り込んだ。 もちろん,素 材や機能面 も重視 してお り,年齢や体型 に合 わせた寝
具 開発 も進めている。
